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大阪大学理学部の 44" サイクロトロンからの 22.2MeVα 粒子を用いて， 種々の軽い核や中重核
による α 粒子の弾性および非弾性散乱の微分断面積の測定を行なったD ターゲットとして， C, O ,. 
27AL, Ca, Ti , Cr, 55Mn, Fe, 59CO, 58Ni , 60Ni , 63CU, 65CU を用いた。 C はポリエチレンとマイ
ラー， 0 はマイラーの形で使用し， Mn は Au をパッキングとした口その他は表面密度がほぼ 0.5'-"
2mg/cm2 の箔を使った。
α 粒子の検出は表面障壁型半導体放射線検出器により，波高スペクトノレでのエネノレギ一分解能は半
値全幅で 1 """0.5 %であった。若干の軽い核や中重核を除いて，実験室系散乱角で 15 0 から 90 0 ま
で 2.5 0 おきに測定を行なった。
弾性散乱の角分布は大阪大学計算センターの NEAC-2206 型電子計算機組織を用いて光学模型の解































射 α粒子のヱネノレギー幅を狭くするために電磁石で、エネノレギーを分けて幅を 70kev 程度になるように
したo この為に今迄主としてV ンチレ -i/ ョ γ カクンターを用いて行なわれた実験に比してエネノレギ
一分解能は格段に良くなり，励起準位のエネノレギー密度が高くて難しい為に従来あまり研究が行なわ
れなかった中重奇数核による非弾性散乱もしらべる事が出来た。;--:~ .:~--~r頭副
弾性散乱の解析の結果はポテン ν アノレの実数部を約 40 Mev，虚数部は核種の奇偶にかかわらず 10
---12 Mev にとると大体実験を説明し得る。ただし中重奇数核では実数部をやや小さく 38Mev にし
た方がよく，叉表面の拡がりは 0.52--0.60x 10- 13cm であるが之も奇数核では約 O.08 x 10- 13cm 大
孟量・圃・
きくとった方がよい口相互作用半径は今迄 40Mevα 粒子の散乱結果の解析から得られて居たものよ
のもやや大きめである。以上の結果は大体妥当なものと思われる。
非弾性散乱は主に Blair 模型を手がかりとして議論して居る。回折散乱特有の角度分布が実験的に
も得られている。 一亨~
特に中重奇数核の励起準位について詳しい考察を行なった結果 1=2 の励起準位は励起された偶々
核の芯に単一粒子が結合して出来た状態で、あると考えるのがよいと結論した。又 1=3 の励起準位と
思われる準位もいくつか観測する事が出来た。
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細かい点に関してはエネノレギ一分解能が必ずしも十分でないし，主として Blair 模型の位相関係に
頼る議論のみでは不十分の憾みはあるが，特徴的な点はよくとらえて居るものと思われる。
更に一層核構造に関する知見を進めるには今後実験とともに理論的解析を進める必要がある口
以上高橋君の研究は α 粒子と原子核との相互作用についての研究を一歩進めたものであり，学位論
文として十分なものと判定する。
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